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Ⅰ　遺跡の立地と環境

　東久保南遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐさか

い川の谷頭部から、約 400 ～ 500m 程下った左岸に

位置している。標高 19 ～ 21m で、現谷底との比高

差は１ｍ以下とほぼ平坦である。さかい川は富士見市

勝瀬字茶立久保付近に湧水源をもつ伏流水で、現在は

下水路となっている。なお、富士見市にも遺跡範囲は

広がり、同じ東久保南遺跡で登録され、同遺跡と接し

て ｢ オトウカヤマ ｣ と呼ばれる塚がある。周辺の遺跡

は、さかい川の対岸に西ノ原遺跡、下流の左岸には中

沢遺跡がある。

　2018 年 3 月現在 43 ヶ所で調査が行われ、縄文時

代中期の住居跡２軒、奈良・平安時代の住居跡 4 軒 (1

軒は富士見市域内）、縄文時代の落とし穴・土坑・炉

穴や時期不明の溝跡が確認されている。

第 31 図　東久保南遺跡の地形と調査区（1/4,000)

第 6 章  東 久 保 南 遺 跡 第 4 3 地 点 の 調 査

Ⅱ　調査に至る経過と概要

　 調 査 は 共 同 住 宅 建 設 に 伴 う も の で、 原 因 者 よ り

2017 年 10 月 24 日付けで「埋蔵文化財包蔵地の開発

事前協議書」がふじみ野市教育委員会に提出された。

申請地は遺跡範囲の南部に位置する。原因者と協議の

結果、遺構の存在を確認するため試掘調査を行った。

　試掘調査は 11 月 1・2 日に実施した。対象地の東

側に関しては、第 3 地点として 1983 年に調査済み

であるため、未調査の西側部分に幅約 1.5 ～ 1.8m の

トレンチ 3 本を設定し、重機による表土除去後、人

力で表面精査を行った。調査の結果、現地表面下約

40cm のところで縄文時代の住居跡 1 軒、ピット 4 基

を確認した。遺構への影響が避けられないため、原因

者と再協議の結果、遺構に影響が生じる範囲におい

て、原因者負担による本調査を実施した。

　本調査は 2017 年 11 月 14・15 日で行い、縄文時

代住居跡 1 軒、ピット 4 基、近世以降の溝 1 条を検

出した。なお、旧石器時代の確認調査は行っていない。
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第 21 表　東久保南遺跡調査一覧表

地点 所在地 調査期間 
( ) は試掘調査 面積 ( ㎡ ) 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

1 亀久保字東久保 547 1981.11.24 ～ 12.14 320 農地天地返し 溝 1、縄文土器、石器、近世：内耳土
器 3 東部遺跡群Ⅲ

2 亀久保字東久保 546-2 1983.5.30 ～ 6.2　 264 住宅建設 ピット 1 東部遺跡群Ⅴ

3 亀久保字東久保 549-4 1983.6.7 ～ 7.4 326 住宅建設 溝 1、縄文土器、寛永通宝 1 東部遺跡群Ⅴ

4 亀久保 549-1　他
1993.12.1 ～ 1994.3.18 1,680 

区画整理道路
縄文中期：住居跡 1、落とし穴 1、炉穴
3、土坑 8、ピット 37、平安：住居跡 1、
中世以降：溝 6、縄文土器等コンテナ
1 箱、須恵器、土師器

大井町遺跡調査会報告第 14 集
1994.9.26 ～ 11.22 444 

5 亀久保 557-1・559・560　他
1994.9.26 ～ 12.19 2,500 

区画整理道路

縄文：土坑 2、ピット 12、旧石器 1、
縄文土器片 大井町遺跡調査会報告第 14 集

(1996.6.17 ～ 6.21) 680 遺構遺物なし、報告書では第 4 地点の
続きとして掲載 町内遺跡群Ⅵ

6 亀久保 551-4　他 1995.6.20 ～ 7.11
1995.11.22 ～ 12.6 480 区画整理道路 縄文：土坑 3、ピット 24、溝 1、縄文

土器片、陶磁器片 大井町遺跡調査会報告第 14 集

7 亀久保 554　他
1995.7.12 ～ 12.5 1,500 

区画整理道路
縄 文： 落 と し 穴 1、 土 坑 39、 ピ ッ ト
60、近世：溝 6、柵列 1、縄文土器片、
陶磁器片

大井町遺跡調査会報告第 14 集
1996.8.23 ～ 26 360 

8 亀久保 494　他
1995.11.16 ～ 12.13 467 

区画整理道路 縄文：土坑 7、ピット 48、縄文土器片 大井町遺跡調査会報告第 14 集
1996.2.14 ～ 22 75 

9 東久保 518-1 1996.7.1 ～ 3 225.02 個人住宅 縄文早期：炉穴 1、ピット 2、近世以降：
溝 1 町内遺跡群Ⅵ

10 亀久保 562　他 1996.8.19 ～ 26 440 区画整理道路 ピット 1 大井町遺跡調査会報告第 14 集

11 東久保 464・499　他 (1996.11.22 ～ 1997.1.31) 10,500 共同住宅 時期不明：ピット 7、土坑 1、溝 8 町内遺跡群Ⅵ

12 東久保 64 街区 1 画地 (1997.5.8 ～ 16)　　　
1997.5.19 ～ 6.7 446 個人住宅 縄文：落とし穴 1、平安：住居跡 1、土

坑 1、須恵器、土師器 町内遺跡群Ⅶ

13 東 久 保 62 街 区 1・2・3
画地 1997.8.25 ～ 9.1 460 個人住宅 縄文：土坑１、ピット 4、溝 1 町内遺跡群Ⅶ

14 東久保 63 街区 2 画地 (1998.6.23 ～ 7.1) 333 個人住宅 縄文：落とし穴 1、屋外炉跡 2、土坑１、
ピット 4、溝 1 町内遺跡群Ⅷ

15 東久保 60 街区 6 画地 (1998.7.4 ～ 9) 143 個人住宅 縄文：落とし穴 1 町内遺跡群Ⅷ

16 東久保 59 街区 3 画地 (1998.12.12 ～ 14) 541 共同住宅 遺構なし、縄文土器片 町内遺跡群Ⅷ

17 東 久 保 46 街 区 9・10・
17 画地 (1999.1.27 ～ 2.3) 1,264 自動車ショウルーム ピット 9、溝 1 町内遺跡群Ⅷ

18 東久保 48 画区 4 画地 (1999.5.14 ～ 18) 202 個人住宅 遺構遺物なし 町内遺跡群Ⅸ

19 東久保 60 街区 6 画地 (1999.7.8 ～ 12) 466 駐車場 溝状のプラン 3 本確認 町内遺跡群Ⅸ

20 東久保 49 街区 1 画地 (1999.12.22 ～ 2000.1.15) 1,106 店舗 遺構遺物なし 町内遺跡群Ⅸ

21 東久保 64-1 街区 (2001.1.15 ～ 1.31) 1,283 共同住宅 遺構遺物なし、水成堆積した黒色土を
確認 町内遺跡群Ⅹ

22 東久保 60 街区 1 画地 (2001.2.4 ～ 15)　　　　
　2001.2.14 ～ 26 2,703 中古車展示場

縄文早期：集石土坑 1、炉穴 14、落と
し 穴 1、 ピ ッ ト 11、 中・ 近 世： 溝 2、
縄文土器、石器

町内遺跡群Ⅹ、
大井町遺跡調査会報告第 14 集

23 東久保 48 街区 6 画地 (2001.3.7・8) 208 個人住宅 遺構遺物なし 町内遺跡群Ⅹ

24 東久保 49 街区 6 画地 (2001.4.2 ～ 8) 1,051 共同住宅 遺構遺物なし 町内遺跡群ⅩⅠ

25 東久保 49 街区 2・3 画地 (2001.9.26 ～ 10.12） 1,388 中古車展示場 溝 4、ピット 33 町内遺跡群ⅩⅠ

26 東久保 63 街区 3 画地 (2001.10.30 ～ 11.1) 208 店舗 遺構遺物なし 町内遺跡群ⅩⅠ

27 東久保 63 街区 1 画地 (2002.5.29 ～ 6.7) 610 共同住宅 縄文：ピット 7、溝、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

28 東 久 保 549-1・5503（60
街区 3・4 画地） (2002.9.13 ～ 21) 322 共同住宅 ピット 8、溝 1 町内遺跡群ⅩⅡ

29 東久保 64-1 街区 1・4 画地 (2003.3.17 ～ 20)　　　　
2003.3.24 ～ 4.7 736 駐車場造成

試掘調査後本調査、縄文中期：住居跡 1、
炉穴 12、土坑 3、　奈良・平安：住居跡 1、
溝 3、縄文土器、石器、土師器

大井町遺跡調査会報告第 14 集

30 東久保 58 街区 13 画地 (2003.8.4・5) 164 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

31 東久保 59 街区 1・2 画地 (2003.8.21 ～ 9.1)　　　
　2003.9.5 ～ 10.5 2,948 店舗

試掘調査後本調査、
縄 文 早 期： 炉 穴 32、 土 坑 6、 ピ ッ ト
19、溝 1、縄文土器

大井町遺跡調査会報告第 14 集

32 ふじみ野 4-9-4 の一部（60
街区 4 画地） (2004.1.26 ～ 29) 289 店舗 遺構遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

33 ふじみ野 4-9-4 (2004.7.8・9) 354 店舗 遺構遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

34 ふ じ み 野 4-9-2（60 街 区
2 画地） (2004.7.8 ～ 12) 555 共同住宅 遺構遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

35 ふじみ野 1-5-8 (2005.1.17) 194 個人住宅 遺構遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

36 ふじみ野 4-8-7 (2005.1.21 ～ 27)　　　
2005.2.2 ～ 15 1,005 事務所建設 縄文：落とし穴 1、土坑 2( 風倒木痕 )、

溝 3、縄文土器片
町内遺跡群ⅩⅡ、
大井町調査会報告第 14 集

37 ふじみ野 4-10-1 2005.1.7 695 駐車場 遺構・遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

38 ふじみ野 4-9-11・12 2010.1013 177 個人住宅 遺構なし、縄文土器片、近世陶磁器片 大井町遺跡調査会報告第 14 集

39 ふじみ野 4-8-6 (2011.8.11 ～ 16) 579 事務所 遺構遺物なし 市内遺跡群 14

40 ふじみ野 4-7-17 (2017.3.13) 114 個人住宅 遺構遺物なし 未報告

41 ふじみ野 4-7-18 (2017.5.30) 114 個人住宅 遺構遺物なし 未報告

42 ふじみ野 4-7-11 (2017.10.27) 114 個人住宅 遺構遺物なし 未報告

43 ふじみ野 4-11-2・7 ( 2 0 1 7 . 1 1 . 1 ・ 2 ) 　 　 　
2017.11.14・15 469 共同住宅 縄文時代住居跡 1、ピット 4、近世以

降溝 1、縄文土器、陶磁器 市内遺跡群 23



46 第 6 章　東久保南遺跡第 43 地点の調査

第 32 図　東久保南遺跡遺構分布図（1/2,000)
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第 22 表　東久保南遺跡縄文時代住居跡一覧表　( 単位 cm・g )

住居
番号

調査
年度 調査名 調査率 平面形

（　）は推定 規模
炉 埋

甕
周
溝

主軸
方位 時期 備考 文献

地床 炉体 石囲
1 1993 4 地点 J1 号住居跡 完掘 円形 445 × 490 ○ ○ 加曽利 E Ⅱ中層 大井町遺跡調査会 14 集

2 1993 29 地点 J2 号住居跡 楕円形 330 × 385 ○ ○ 勝坂Ⅲ式新相 落とし穴と重複する。落とし穴が
本住居跡より新しいとみられる。

大井町遺跡調査会 14 集
町内遺跡群ⅩⅡ

3 2017 43 地点 J3 号住居跡 楕円形 480 × 360 ○ 加曽利 E Ⅱ式前後 市内遺跡群 23

第 33 図　東久保南遺跡第 43 地点遺構配置図 (1/300)、土層 (1/150)

Ⅲ　遺構と遺物

（１）J3 号住居跡

【位置・検出状況】調査区南側に位置する。

【形状・規模】南側を撹乱によって壊されており、ま

た住居の掘り込みが非常に浅いため、平面形態及び規

模は不明であるが、長軸 480 ×短軸 360 ㎝以上を測

る楕円形を呈する住居であったと推測される。

【構造】ピットは 11 基検出したが、いずれも浅く主

柱穴とは考えられない。住居内ピットの規模等につい

ては第 22 表に詳細を示した。

【炉】南側に位置する地床炉であると考えられる。平

面形態は不整円形で、86 × 82 ㎝、深さ約 14 ㎝を測る。

【遺物出土状況】遺構確認面の時点で床面が検出され

ている状態だったため、出土遺物自体が少ない。住居

床面直上からの出土はあまりなく、住居内ピット覆土

中からの出土が多い。出土遺物の詳細については第

25 表に掲載した。

【時期】出土土器の時期が比較的加曽利 E Ⅱ式期にま

とまっているため、加曽利 E Ⅱ式期前後であると推

測される。

（２）ピット

　ピットの詳細については第 24 表に掲載した。土層

の観察からいずれも近世以降に帰属するものと考えら

れる。ピット 3 で土製円盤が出土しているが、遺構

に伴うものではない。

（３）溝

　調査区南側で検出した。J3 号住居跡を切って掘り

込まれており、底面から南側の立ち上がりは調査区外

のため確認できていない。南西から北東方向に走行

し、両端とも調査区外へ延伸する。土層の観察から

近世以降に帰属するものと考えられる。隣接する第 3

地点及び第 13 地点の調査でも同様の溝が検出されて
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第 34 図　東久保南遺跡第 43 地点 J3 号住居跡・遺物出土状況 (1/60)、炉・掘方 (1/30)
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第 35 図　東久保南遺跡第 43 地点ピット (1/60)、出土遺物 (1/4)

おり、近世の根切り溝とされる。縄文土器片 1 点が

出土したが、流れ込みであると考えられる。

（４）出土遺物

　出土遺物については第 35 図及び第 25 表に詳細を

掲載した。全体的に出土量は少ない。

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考
J3号住居P1 三角形 42×30 10×9 23.6 
J3号住居P2 円形 26×26 19×18 28.3 
J3号住居P3 だるま形 66×53 51×34 35.3 
J3号住居P4 円形 23×23 16×13 27.9 
J3号住居P5 楕円形 26×21 17×13 11.8 
J3号住居P6 円形 37×32 14×8 32.8 
J3号住居P7 楕円形 32×24 23×13 33.1 
J3号住居P8 円形 56×50 38×28 25.2 
J3号住居P9 円形 24×23 15×13 9.8 

J3号住居P10 楕円形 40×32 17×15 48.2 
J3号住居P11 円形 32×25 12×11 14.9 

第 23 表　東久保南遺跡第 43 地点 J3 号住居内ピット
　　　　　   一覧表 ( 単位 cm)

第 25 表　東久保南遺跡第 43 地点出土遺物観察表　( 単位 cm・g)

図版番号 出土遺構 器形／部位 地文／施文／胎土/備考 時期／型式

第35図-1

J3号住居跡

深鉢／口縁部～頸部 口径27㎝、現存高9㎝、残存40％、平坦口縁／横位LR、3本の直行懸垂、沈線渦巻文の
延長で長楕円区画／橙色粒

加曽利EⅡ

第35図-2 深鉢／口縁部 沈線による渦巻文／白色粒多・粗砂粒／明褐色 加曽利EⅡ
第35図-3 深鉢／口縁部 沈線区画内は地文LR／中砂粒／暗褐色 加曽利EⅡ
第35図-4 深鉢／口縁部 円形刺突具で交互に施文／肌色粒多／黒褐色 連弧文系？
第35図-5 深鉢／胴部 縦位の櫛歯状工具／粗砂粒多／暗褐色 連弧文系
第35図-6 深鉢／口縁部 沈線区画内地文横位Lr／中砂粒多／内面明褐色 加曽利EⅡ
第35図-7 深鉢／胴部 沈線間地文横位RL／砂粒少 加曽利EⅡ
第35図-8 深鉢／胴部 沈線間地文横位RL／砂粒少 加曽利EⅡ
第35図-9 深鉢／胴部 沈線間地文櫛歯状工具／粗砂粒少／白褐色 連弧文系

第35図-10 P3 土製円板 土器片の三辺を直線に面取り／縦位の櫛歯状工具／明褐色 連弧文系
第35図-11 溝 深鉢／胴部 縦位の櫛歯状工具／白色微粒多・黒色砂粒／暗褐色 連弧文系
第35図-12 遺構外 銅製品・煙管・雁首 火皿欠、残存長42㎜、長径0.98㎜、短径0.5㎜、厚さ1.02㎜、合わせ目右横

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考
P1 楕円形 60×44 38×20 7.8 
P2 円形 47×40 23×20 8.8 
P3 楕円形 81×66 54×42 16.2 
P4 円形 59×49 38×30 13.3 

第 24 表　東久保南遺跡第 43 地点ピット一覧表　　
　　　　　   ( 単位 cm)
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東久保南遺跡第 43 地点 J3 号住居跡炉 東久保南遺跡第 43 地点 J3 号住居跡遺物出土状況

東久保南遺跡第 43 地点ピット 8 東久保南遺跡第 43 地点トレンチ 1
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